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　10月19日（木）、22日（日）に財政説明会を開催し、2022年度決
算の概要と公共施設の具体的な削減計画について解説しました。

　危機を回避するためには、公共施設を削減するとともに、あらゆる行政サービスで受益者負担の適正化
を進めなければなりません。
　安芸高田市を持続可能なまちにするためには、一人一人の正しい認識と行動が必要です。

［ 財政説明会 ］□財政課　財政係　☎・お太助フォン 42-5623
［ 施設の廃止スケジュール ］□財産管理課　管理・営繕係　☎・お太助フォン 42-5613

問

問

危機を回避するために

公共施設の廃止に向けた取り組みの経緯

公共施設等総合管理計画を策定

公共施設等総合管理計画を改訂

公共施設の総延床面積を20年間で30％
以上削減する目標を示しました。

時間経過により変化した情勢に合わせ、
計画を改訂しました。

廃止する施設を再検討し、2034年度まで
の廃止時期を明確にしました。

施設の廃止スケジュールの見直し

財政説明会の
動画はこちら

施設の廃止スケジュールはこちら

　スケジュールは2034年度ま
で示しています。
　直近5年間で廃止する施設
は、右の表のとおりです。2028
年度以降の廃止スケジュール
は市ホームページを確認して
ください。

施設の廃止スケジュールは、定期的に見直しを行うとともに、予定より早く準備が整った施設は、前倒しで廃止します。

財政説明会のまとめ

Point

本市では、2020年度から財政説明会を開催していま
す。昨年の説明会で「20年後の危機」の要因の一つが、公
共施設の膨大な更新費用であることを説明しました。今
年は、公共施設の更新費用を抑制するために再検討し
た具体的な施設の廃止※1スケジュールを示しました。

 学校施設 小田東小学校 体育館 727
  鷹ノ巣避難小屋 60
  高宮青空市湯の森店 88
  八千代養魚池等釣堀施設 107
 スポーツ施設 吉田大浜運動公園 90
 地区集会所 向井原多目的集会所 100
  郷野小学校 体育館 807
  川根小学校 1,765
  川根小学校 体育館 560
  川根ゆず加工施設 329
  竹貞地区漁具格納庫 100
 その他施設 ひとは作業所「あっぷ」 455
 産業系施設 高宮レインボーファーム（食肉処理施設）  886
 公営住宅 中山団地 104
  八千代潜龍渓ふれあいの里レストハウス 83
  向原農村交流館 695
  美土里堆肥センター 3,311
  高宮堆肥センター 3,674
  甲田堆肥センター 2,595
  甲田団地 3,650
  常友団地 3,512
  吉田保育所 1,563
  みつや保育所 436
  吉田幼稚園 356
 2027 産業系施設 塩貝家畜集合施設 634
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※2　5年平均は、2016年度から2020年度までの5年実績の平均です。

スケジュールのとおり施設を廃
止することで、2034年度には公共
施設を37％まで削減でき、更新費
用や維持管理費用を抑制できます。

更新費用を年平均30.3億円から
10億円へ抑制できる見込みです。

建物をなくすことではなく、公共施設としての利用を停止す
ること。

※1 

施設の廃止
スケジュール

2034年度には
削減目標を達成

公共施設の
削減で
更新費用は
3分の1に

維持管理費用を12億円から7.2
億円へ抑制できる見込みです。

維持管理費用は
4割減に
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